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長岡京市「障がい福祉計画」「障がい者（児）福祉基本計画」 

策定のための事業所アンケート調査報告 

 

１．調査概要  
 

■ 目的 

本市における障がい福祉サービス等の提供における現状と課題、また、事業所のこれまでの事業

実績及び今後の事業予定を把握し、計画策定の基礎資料とすることを目的とし、実施した。 

 

■ 方法 

郵送による配布・回収 

 

■ 調査期間 

平成 26 年 8 月 20 日～平成 26年 9月 10 日 

 

 

■ 対象と回収の状況 

対象（件数）：平成 26年 4 月に長岡京市の支給決定者が利用した、京都府下の障がい福祉サービ

ス法人 90件 

有効回答数：68 件（事業所数） 

有効回答率：75.6% 

※ 複数の事業所を運営している法人において事業所ごとに回答している場合もあり、有効回答数は事業所数で計

上した。 
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２．調査結果  

１．障がい福祉サービスの提供状況と今後の計画 

（１）各サービスの提供事業所数と今後の計画 

サービス提供事業所は「就労継続支援（Ｂ型）」が最も多く 26 件、次いで「生活介護」が 25件、

「居宅介護」が 22件、「移動支援」が 19 件、「重度訪問介護」が 18件などとなっています。 

乙訓圏域内で今後の増員・新規参入を予定しているサービスは「共同生活援助」「計画相談支援」

が 2件、「居宅介護」「重度訪問介護」「行動援護」「生活介護」「障害児相談支援」が 1件とな

っています。 

■各サービスの提供事業所数

サービス 事業所数 今後の増員・新規参入（平成26～29年度）

乙訓圏域内

施設数 定員数

居宅介護　　 22 3 35 1 20

重度訪問介護 18 3 7 1 2

行動援護 12 2 12 1 2

同行援護 6 1 5 0 0

重度障害者等包括支援 0 0 0 0 0

生活介護 25 5 158 1 5

自立訓練（機能訓練）　　 2 0 0 0 0

自立訓練（生活訓練） 5 0 0 0 0

宿泊型自立訓練 1 0 0 0 0

就労移行支援　 6 0 0 0 0

就労継続支援（Ａ型）　　　 9 4 100 0 0

就労継続支援（Ｂ型） 26 1 20 0 0

療養介護　 2 0 0 0 0

短期入所　 17 2 14 0 0

共同生活援助　 12 3 54 2 23

施設入所支援 13 1 48 0 0

計画相談支援　　　 17 4 189 2 89

地域移行支援　　　 7 1 2 0 0

地域定着支援 4 1 12 0 0

移動支援　 19 2 15 0 0

地域活動支援センター 7 1 12 0 0

訪問入浴サービス 1 0 0 0 0

日中一時支援　　　 4 0 0 0 0

生活サポート 1 0 0 0 0

児童発達支援　　　 6 0 0 0 0

医療型児童発達支援 1 0 0 0 0

放課後等デイサービス　　　 4 2 15 0 0

保育所等訪問支援　　 2 1 5 0 0

障害児相談支援　 6 1 2 1 2

定員数（合計）予定施設数（合計）

 

※ 今後増員・新規参入予定であると回答した事業所のうち「今後の増員・新規参入予定の定員数」が未記入の場

合がありました。そのため、定員数は回答があった分のみの集計となっています。 
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（２）具体的な時期や規模は未定だが平成 32 年までに参入を検討しているサービス 

 

「計画相談支援」が最も多く 10 件、次いで「共同生活援助」が 6件、「同行援護」が 5件、「行

動援護」「生活介護」「就労継続支援（Ｂ型）」が 4件などとなっています。 

 
 

■平成32年までに参入を検討しているサービス
（複数回答；n=29)

実数 比率（%）

居宅介護　　 1 3.4
重度訪問介護 1 3.4
行動援護 4 13.8
同行援護 5 17.2
重度障害者等包括支援 0 0.0
生活介護 4 13.8
自立訓練（機能訓練）　　 0 0.0
自立訓練（生活訓練） 0 0.0
宿泊型自立訓練 0 0.0
就労移行支援　 3 10.3
就労継続支援（Ａ型）　　　 3 10.3
就労継続支援（Ｂ型） 4 13.8
療養介護　 0 0.0
短期入所　 2 6.9
共同生活援助　 6 20.7
施設入所支援 0 0.0
計画相談支援　　　 10 34.5
地域移行支援　　　 0 0.0
地域定着支援 1 3.4
移動支援　 2 6.9
地域活動支援センター 1 3.4
訪問入浴サービス 0 0.0
日中一時支援　　　 1 3.4
生活サポート 1 3.4
児童発達支援　　　 2 6.9
医療型児童発達支援 1 3.4
放課後等デイサービス　　　 3 10.3
保育所等訪問支援　　 1 3.4
障害児相談支援　 1 3.4
その他 3 10.3
合計 60 206.9  
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２．障がい福祉サービスの受け入れの現状について 

（１）利用者からの依頼に対してサービス提供ができなかったこと 

「あり」が 73.5%（50 件）、「なし」が 26.5%（18 件）となっています。 

 

あり
73.5%

なし
26.5%

サービス提供ができなかった経験

（単数回答；n=68）

 

 

■ 受け入れができなかったサービス 

「居宅介護」が最も多く 12 件、次いで「短期入所」が 11 件、「行動援護」「共同生活援助」が

9件、「生活介護」「就労継続支援（Ｂ型）」が 7件などとなっています。 
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その他

（件）受け入れができなかったサービス（複数回答；n=29）
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（２）受け入れができなかった理由 

「希望される時間帯に利用が集中し、依頼時には定員に達していた」が最も多く 37件、次いで

「新規契約者を受け入れる余裕がなかった（職員体制など）」が 24件、「事業所では対応できな

い困難ケースだった（障がい種別、障がい程度などによる）」が 14件、「希望される時間帯に、

事業所としてサービス提供していなかった（夜間、休祝日など）」が 4件、「その他」が 8件とな

っています。 

「希望される時間帯に利用が集中し、依頼時には定員に達していた」においては、「居宅介護」

が最も多く 9件、「行動援護」「同行援護」が 5件などとなっています。 

 

■受け入れできなかった理由（複数回答；2）

理由 件数

希望される時間帯に利用が集中し、依頼時には定員に達していた 37

希望される時間帯に、事業所としてサービス提供していなかった（夜間、休祝日など） 4

事業所では対応できない困難ケースだった（障がい種別、障がい程度などによる） 14

新規契約者を受け入れる余裕がなかった（職員体制など） 24

その他 8
 

 

■ 理由とサービス 
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（件）

新規契約者を受け入れる余裕がなかった
（単数回答；n=24）

 

 

【希望される時間帯に、事業所としてサービス提供していなかった（夜間、休祝日など）：合計 4件】 

・ 居宅介護/重度訪問介護/施設入所支援/地域定着支援 ・・・各 1件 

 
【事業所では対応できない困難ケースだった（障がい種別、障がい程度などによる）：合計 14 件】 

・ 生活介護/就労継続支援（Ｂ型）・・・各 3件 

・ 短期入所/施設入所支援・・・各 2 件 

・ 就労移行支援/就労継続支援（Ａ型）/共同生活援助/計画相談支援・・・各 1件 
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希望される時間帯に利用が集中し、依頼時

には定員に達していた
（単数回答；n=37）
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３．利用者からのニーズが高いサービスについて 

（１）利用者からのニーズの高いサービス 

「短期入所」が最も多く 21 件、次いで「共同生活援助」が 20 件、「居宅介護」が 13件、「行

動援護」が 9件などとなっています。 
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その他

（件）
利用者からのニーズが高いサービス （複数回答；n=51）
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（２）利用者からのニーズが高く不足しているサービス 

「短期入所」が最も多く 20 件、次いで「共同生活援助」が 19 件、「居宅介護」が 15件、「移

動支援」が 11件などとなっています。 
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同行援護

重度障害者等包括支援

訪問入浴サービス

生活サポート

医療型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

（件）
利用者のニーズが高く不足しているサービス （複数回答；n=57）
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（３）定員増員や新規参入が進まない理由 

理由は「職員の確保が困難」が最も多く 64件、次いで「サービス提供場所（土地や建物）の確

保が困難」が 38 件、「報酬単価が低く採算性に不安がある」が 32 件、「利用者需要の見込みが立

てづらい」が 18 件などとなっています。 

「職員の確保が困難」においては「施設入所支援」が最も多く 13 件、「居宅介護」「地域活動

支援センター」が 12 件などとなっています。 

 

■定員増員や新規参入が進まない理由（複数回答；2）

理由 件数

利用需要の見込みが立てづらい 18

利用者の継続的な確保が困難 12

サービス提供場所（土地や建物）の確保が困難 38

職員の確保が困難 64

報酬単価が低く採算性に不安がある 32

わからない 2

その他 6  
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（件）

サービス提供場所（土地や建物）の確保が困難
（単数回答；n=38）
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（単数回答；n=64）
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報酬単価が低く採算性に不安がある
（単数回答；n=32）

 

【利用需要の見込みが立てづらい：合計 18 件】 

・ 短期入所・・3件 

・ 就労移行支援/就労継続支援（Ａ型）/就労継続

支援（Ｂ型）・・・各 2件 

・ 居宅介護/重度訪問介護/行動援護/同行援護/自

立訓練（機能訓練）/宿泊型自立訓練/地域移行

支援/移動支援/児童発達支援/・・・各 1件 

 

【利用者の継続的な確保が困難：合計 12 件】 

・ 就労移行支援/移動支援・・・各 2 件 

・ 居宅介護/自立訓練（機能訓練）/就労継続支援

（Ａ型）/就労継続支援（Ｂ型）/短期入所/ 

地域移行支援/日中一時支援/児童発達支援・・・

各 1件 
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４．経営上の課題となっているサービスについて 

（１）経営上の課題となっているサービス 

「居宅介護」が最も多く 16 件、次いで「生活介護」が 12件、「就労継続支援（Ｂ型）」が 8件、

「就労継続支援（Ａ型）」が 5件などとなっています。 
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生活サポート

医療型児童発達支援

保育所等訪問支援

障害児相談支援

その他

（件）
経営上の課題となっているサービス （複数回答；n=63）
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（２）改善したい経営上の課題 

理由は「職員の確保」が最も多く 89 件、次いで「報酬単価」が 76 件、「職員の資質向上」が 53

件、「施設・設備の改善」が 44件、「事務作業量の軽減化、効率化」が 40件などとなっています。 

「職員の確保」においては「居宅介護」が最も多く 11件、次いで「生活介護」が 9件、「重度

訪問介護」「移動支援」が 8件などとなっています。 

 

■改善したい経営上の課題（複数回答；3）

理由 件数

特に経営上の課題を感じない 1

事業計画（経営計画）通りに見通しをもって運営できている 5

利用者の確保 33

職員の確保 89

職員の資質向上 53

施設・設備の改善 44

事務作業量の軽減化、効率化 40

必要な情報の入手 12

市町村等との連携 20

利用者や家族の制度に対する理解 9

市民、近隣住民の理解 7

報酬単価 76

その他 3  
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（単数回答；n=33）
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0 5 10 15

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

同行援護

生活介護

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

療養介護

短期入所

共同生活援助

施設入所支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

移動支援

地域活動支援センター

日中一時支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

障害児相談支援

（件）

職員の確保
（単数回答；n=89）
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4

3

3

9

1

1

1

8

1

3

2

7

2

3

1

1

1

2

0 2 4 6 8 10

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

宿泊型自立訓練

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

療養介護

短期入所

共同生活援助

施設入所支援

計画相談支援

移動支援

地域活動支援センター

日中一時支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

（件）

職員の資質向上
（単数回答；n=53）

 

1

1

9

2

1

1

1

2

9

1

3

5

3

1

2

1

1

0 2 4 6 8 10

居宅介護

重度訪問介護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

療養介護

短期入所

共同生活援助

施設入所支援

移動支援

地域活動支援センター

日中一時支援

その他

（件）

施設・設備の改善
（単数回答；n=44）

 

3

2

1

3

1

1

1

1

5

6

1

3

2

1

4

2

2

1

0 2 4 6 8 10

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

療養介護

短期入所

共同生活援助

施設入所支援

計画相談支援

移動支援

児童発達支援

障害児相談支援

（件）

事務作業量の軽減化、効率化
（単数回答；n=40）

 

3

4

2

5

1

3

1

2

4

8

1

6

7

3

9

2

3

5

1

2

2

2

0 2 4 6 8 10

居宅介護

重度訪問介護

行動援護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

療養介護

短期入所

共同生活援助

施設入所支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

移動支援

地域活動支援センター

児童発達支援

放課後等デイサービス

障害児相談支援

（件）

報酬単価
（単数回答；n=76）
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【特に経営上の課題を感じない：1件】 

・ 就労継続支援（Ｂ型）・・・1件 
 

【事業計画（経営計画）通りに見通しをもって運営できている：合計 5件】 

・ 居宅介護・・・4件 

・ 行動援護・・・1件 

 

【必要な情報の入手：合計 12 件】 

・ 居宅介護/行動援護・・・各 3件 

・ 同行援護/生活介護/就労移行支援/就労継続支援（Ｂ型）/短期入所/地域定着支援合計・・・各 1件 

 

【市町村等との連携：合計 20 件】 

・ 就労継続支援（Ｂ型）・・・3件 

・ 居宅介護/重度訪問介護/生活介護・・・各 2件 

・ 行動援護/同行援護/自立訓練（生活訓練）/療養介護//短期入所/計画相談支援/地域移行支援 

/地域定着支援/移動支援/日中一時支援/放課後等デイサービス・・・各 1 件 

 

【利用者や家族の制度に対する理解：合計 9件】 

・ 居宅介護/重度訪問介護/行動援護/就労移行支援/計画相談支援/地域移行支援/地域定着支援 

/移動支援/障害児相談支援・・・各 1件 

 

【市民、近隣住民の理解：合計 7件】 

・ 居宅介護/生活介護/共同生活援助/施設入所支援/地域移行支援/地域定着支援/その他・・・各 1 件 
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５．自由記述 

 

■ 現状や課題、今後の方向性、事業充実のために必要とすることについて 

【現状と課題】  

延べ 76 件の意見があり、以下の分類で整理しました。 

・ 職員の不足 ................................................................... 12 

・ 利用者の確保 ................................................................. 10 

・ 利用者の高齢化 ................................................................ 8 

・ 収入が少ない .................................................................. 7 

・ 希望者に対応しきれていない .................................................... 6 

・ 設備・施設の改善 .............................................................. 5 

・ 行政からの支援 ................................................................ 4 

・ 他の業種・事業所などとの連携 .................................................. 3 

・ 計画相談支援 .................................................................. 3 

・ 医療との連携強化 .............................................................. 2 

・ 職員の養成 .................................................................... 2 

・ 利用者家族の高齢化 ............................................................ 2 

・ その他 ....................................................................... 12 

【今後の方向性】  

延べ 19 件の意見があり、以下の分類で整理しました。 

・ 業務の拡大 .................................................................... 9 

・ 業務内容の充実・移行 .......................................................... 3 

・ 利用者の増加 .................................................................. 3 

・ その他 ........................................................................ 4 

【業務拡充のための条件】  

延べ 29 件の意見があり、以下の分類で整理しました。 

・ 職員の増加 .................................................................... 6 

・ 職員の質の向上 ................................................................ 3 

・ 作業量の増加 .................................................................. 3 

・ 用地の取得 .................................................................... 2 

・ 資金 .......................................................................... 2 

・ 職員の労働環境の改善 .......................................................... 2 

・ その他 ....................................................................... 11 
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■ 相談体制やサービスの情報提供について、不足していることや今後取り組むべきことについて 

延べ 45 件の意見があり、以下の分類で整理しました。 

 

・ 関連事業所との連携が不足 ...................................................... 8 

・ 体制が定着していない .......................................................... 7 

・ 全体的に情報が不足 ............................................................ 5 

・ 事務作業が煩雑 ................................................................ 4 

・ 職員の報酬が低い .............................................................. 4 

・ 情報の共有が必要 .............................................................. 4 

・ 相談員の質の向上 .............................................................. 3 

・ 職員の数が不足 ................................................................ 3 

・ 障がい者就労支援の向上 ........................................................ 2 

・ その他 ........................................................................ 5 

 

■ 長岡京市の計画策定にあたって 

延べ 18 件の意見があり、以下の分類で整理しました。 

・ 現制度を拡充 .................................................................. 8 

・ 市民の啓発を希望 .............................................................. 2 

・ 自治体間の連携が必要 .......................................................... 2 

・ その他 ........................................................................ 6 

 

 



 

 

■ 資料編 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 


